
―練り込みタイプ防炎レーヨン―

レーヨン繊維に無機物を練り込み
特殊な加工で防炎化した素材です

火災時は、繊維に練り込んだ
無機物が骨格として残るので
炎や熱に対してバリア性があります

安全性に考慮し、ノンハロゲン、
ノンリンで防炎化。火災時に、
煙や有毒ガスがほとんど発生しません

1000℃の炎でも骨格を残す高いバリア性
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防炎テストの様子

接炎部はおよそ
1000℃の高温 に
なります。

無機物の骨格が
残るので、穴が空
きません。

【 不織布裏面の温度推移 】
アラミド製の不織布で同様の試験を行うと、瞬時に穴が空
いてしまいます（グラフ参照）。FR CORONA®の場合、無機
物の骨格が残り不織布に穴が空かないので、炎をバリア
し、裏面に熱を伝えにくいという特徴があります。
試験方法（自社法）：

試験場所：
試験サンプル：

所定の枠（25cm×15cm）にセットした不織布に対して、不
織布表面をバーナーで加熱して不織布表面の状態および
不織布裏面にセットした温度計で経時的に温度を測定した。
自社試験室
混率 FR CORONA 70％／バインダー繊維 30％
目付 275gsm
厚み 15mm（ハイロフト不織布）

アラミド不織布
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・性能については、当社原綿100％または混綿でのご使用の際には、改めて確認をお願いいたします。　・火傷等身体の保護を保証するものではありません。　・使用上の用途・条件・環境をしっかり把
握した上でご使用ください。　・40℃以下の屋内(直射日光の当たらない場所)で保管してください。変色する場合があります。　・保管場所周辺では、火気及び強酸化剤は使用しないでください。 　・
NOx、ＳＯｘ等の排気ガスが発生する場所での取り扱いはしないでください。変色する場合があります。

【取り扱い及び使用上の注意事項】


